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1．はじめに
　東京上野にある国立西洋美術館は，2020（令
和2）年10月19日～2022（令和4）年4月8日ま
での約1年半，改修工事のため全館休館してい
た。2020 年初旬より全世界で新型コロナウイ
ルスが猛威をふるう中，日本国内でも感染拡大
防止のために休館を余儀なくされた美術館・博
物館は多かったが，この全館休館は新型コロナ
ウイルスとは関係なく，何年も前から計画され
ていたものである。
　休館中は前庭および展示室の一般公開こそ中
止していたものの，収集・保存，調査・研究，
貸出，館外での展覧会開催といった通常業務は
継続して行っていた。一般の方々には「休館＝
職員は休んで，仕事をしていない」と思われる
こともあるが，むしろ長期休館中だからこそ，
通常業務に加えて特別な作業を行う必要があ
り，通常開館時より多忙な毎日であった。
　本報文では，その長期休館中の当館での活動
と収蔵品の保存管理について，保存修復室から
の目線で振り返ってみたい。

2．当館の概要
　工事の話に入る前に，当館の概要について簡
単に触れておきたい。当館はコレクションの成
り立ちと建物に特徴がある。

2.1．コレクション
　当館の所蔵品は，旧川崎造船所初代社長で
あった松方幸次郎が，1916（大正5）年から約10
年間，フランスやイギリスで私財を投じて買い
集めた印象派の絵画およびロダンの彫刻を中心
とするフランス美術作品群（以下，松方コレク
ション）を基礎としている。第2次世界大戦中，

フランスに残っていた作品群は敵国の財産とし
てフランス政府に接収されたが，戦後，日本国
内で一般に展示公開する美術館を作ることを条
件にフランス政府から寄贈返還された。

2.2．建物
　松方コレクションを展示・一般公開するた
めの美術館を建造するにあたり，日本政府は
フランスの建築家ル・コルビュジエに設計を
依頼し，1959（昭和34）年に開館した。その後，
1979（昭和54）年に新館を，1997（平成9）年
12月に企画展示館を竣工・1998（平成10）年に
オープンし成長してきた。後補の建物と区別す
るため，開館当初の建物を本館と呼んでいる。
　当館の前庭を含む本館は，2016（平成28）年
に「ル・コルビュジエの建築作品 ― 近代建築
運動への顕著な貢献 ―」の一つとして世界文化
遺産に登録されている。ル・コルビュジエが生
涯に設計した建造物は多々あるが，美術館とし
ての建物は世界に3つしかない。インドのチャ
ンディーガルのチャンディーガル州立美術館，
同じくインドのアフマダーバードのサンスカ
ル・ケンドラ美術館，そして当館である。
　当館の建物はインドの2館の美術館とは比較
にならないほど保存状態が良い。建物は古い
が，貴重な美術作品を守るための建物施設・環
境調整はかなりのハイスタンダードを維持して
いる。その理由は，一般に博物館・美術館にい
る建物施設の運転やメンテナンスを行うビル管
理業者だけでなく，建築を専門とする建物専門
員2名が職員として在籍しているからである。
彼らは，施設がどのくらいで劣化するのか，そ
のためにどのような手入れが必要なのかといっ
た館の建物自体の生涯について調査研究・保存
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管理・公開・啓蒙を担い，いわば建物の保存担
当学芸員としての役割を果たしている。日常
的にビル管理業者や学芸課と緊密に連携し，建
物保存を統括しており，今回の長期休館中の大
規模工事の計画・施工も建物専門員らが統括し
た。

3．休館中の改修工事
3.1．工事内容
　今回の長期休館中には，主に 2 つの工事を
行った。一つは「前庭の防水工事」，そしても
う一つは「企画展示館の空調工事」である。
　当館の前庭は企画展（いわゆる特別展）の展
覧会場として使用される企画展示館の天井部分
にあたる（図1）。前庭の防水工事は企画展展示
館の天井上の工事でもあり，大切な作品を雨漏
りから守るために必要な工事である。企画展示
館オープンの際に行った前庭防水工事から20
年以上の歳月が経っており，防水機能の耐用年
数はとっくに期限を迎えていた。
　開館当時の前庭は植栽も少ないオープンス
ペースで，透過性の高い柵で囲われていて，外
部との連続性を持たせていた。時代と共に様々
な改変を経て，前庭の雰囲気は彫刻周辺の植
栽により，創建当時の面影が全く失われてい
た。本館と前庭が世界文化遺産へ登録された
際，「当初の前庭の設計意図が一部失われてい
る」という指摘もされていた。
　今回の防水工事の機会を利用し，前庭を開館
時の姿に可能な限り戻すこととした（図2，3）。
　2つ目の「企画展示館の空調工事」は，1997年

（平成9）より使用してきた空調機器の交換と制

御システムのアップデート工事である。設置
以降，定期的にメンテナンスを継続してきた
が，機器の老朽化が著しかった。通常の空調機
器耐用年数は15年と言われているが，それは
1日8時間稼働した場合である。当館では作品
のある全展示室，収蔵庫，保存修復室等は 24
時間空調を稼働しており，当館の空調機器は通
常より遥かに耐用年数を超えていた。また，近
年は温暖化の影響で，上野公園でも夏季の日中
は35℃を超える日数も増えている。企画館竣
工時よりも機器にかかる負担は増しており，近
年，不具合が発生することが多くなっていた。
老朽化した空調機器は完全にキャパシティー・
オーバーであり，交換する時期に来ていたの
だ。

図1　建物断面図（『国立西洋美術館概要』より）

図2　�創建当時の前庭から見た国立西洋美術館（1959
年）【撮影：東京フォトアート／写真提供：国立
西洋美術館】

図3　工事前の国立西洋美術館（2016年）
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3.2．工事区域
　前庭全体，西門と呼ばれる企画館荷解き付近
に位置する門が工事対象区域，前庭に面した荷
解きやピロティは工事の資機材置き場，本館
1階のロビーは工事業者の打ち合わせ・休憩ス
ペースとなった。
　空調工事対象区域の企画展示館には，企画展
示室のほか，絵画・紙共同の修復室，彫刻修復
室，科学研究室，物理研究室，保存修復室職員
のオフィス，総務課オフィス，情報資料閲覧室・
書庫，コンピューター室，写場，機械室などの
施設が位置している。工事期間中ずっと施設が
使用できないわけではなかったが，保存修復室
に所属する筆者としては，殆どの活動の場の利
用に制限がかかることとなった。

3.3．工事準備期間と工事期間
　工事期間は2021（令和3）年度の1年間限定で
ある。工事期間を1日でも無駄にしないため，
その前の約半年間を準備期間とした。新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため『ロンドン・ナ
ショナル・ギャラリー展』の会期が当初の予定
より後ろ倒しとなったが，その会期終了を待っ
て2020（令和2）年10月19日より全館休館を開
始した。

4．工事に伴う事前準備（保管と作品移動）
4.1．敷地周囲の外壁設置
　当館はJR上野駅公園口改札前にある小さな
ロータリーを越えてすぐ右手に位置している。
上野公園の文化施設を利用する人々の殆どが，
当館の前庭の前を通過する。園路を通行する
人々の安全を守り，防塵・防音の理由で，前庭
を囲む園路周囲に高さ約3 mの工事用外壁を設
置した。当館敷地内の様子は園路からは完全に
見えなくなったが，外壁に工事実施のお断り看
板と開館当時からの変遷写真を掲載し，一般向
けに工事についての情報発信も行った（図4）。

4.2．前庭彫刻の移動とそれに伴う事前調査
　前庭防水工事を開始するにあたり，防水工事
範囲に展示されている大型ブロンズ彫刻を一時
撤去し，周囲の植栽も撤去する必要があった。
前庭には6点の大型ブロンズ彫刻が展示されて
いるが，このうちオーギュスト・ロダン《考え
る人（拡大作）》（S. 1959-0040），同じくロダン

《カレーの市民》（S. 1959-0008），エミール=ア
ントワーヌ・ブールデル《弓をひくヘラクレス

（拡大作）》（S. 1966-0002）の3点が移動対象と
なった。これらの作品には，1999（平成11）年
に内部に免震構造，内部排水・除湿機能，側面
に約50cm四方のメンテナンス用出入口のつい
た新免震台座が設置されていた。台座内部は空
洞で，免震躯体と彫刻内部は複数の連結用ボル
トで固定されている。彫刻は夫々 600～800kg
だったが石台座は推定 1t 以上であり，台座に
ついたまま彫刻を運ぶと，彫刻や連結部分が変
形や破損する可能性があるため，連結部分を解
除し，彫刻と重い石台座を分離して運ぶ必要が
あった。
　前庭彫刻の表面に関しては，大きさや劣化度
合いに応じて毎年1～3点ずつ保存修復作業を
継続している。少なくとも3年に1度は各作品
がメンテナンスされており，表面は良好な状態
を保っている。一方，彫刻内部と台座内部に関
しては，前回工事以降，一度も状態調査もメン
テナンスもしたことがなかった。
　彫刻は果たして移動に耐えられる状態なの

図4　西美敷地を囲む工事中の外壁　©福田京
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か，どのように免震台座と連結されているの
か，免振機能と台座は今後も使用できる状態な
のか，彫刻の内部も保存修復作業が必要なの
か，必要な場合は何をしなければならないのか
等々の疑問を解決し，事前の一時撤去，休館中
に行うべき保存修復作業，台座改修を含めた再
設置等の計画立案する必要があった。
　毎年前庭彫刻の保存修復作業をしてくれてい
る外部の彫刻修復家と，建物統括，建物専門
員，筆者で前庭彫刻台座内部に入って彫刻内部
と台座内部の調査を複数回行った。1回目調査
は晩夏だったが，《カレーの市民》の台座側面
の出入口の蓋を開けると，大量の蚊が飛び出し
てきた。免震構造台座内部可視部分は地面より
30cm程度深い窪みになっており，内部結露や
彫刻と台座の隙間から台座内部に入る雨水が窪
み内部の排水口を伝って外部へ排水される構造
になっていた。しかし何等かの原因で排水がさ
れずに水が溜まっていた。そのため，水溜ま
りでボウフラが湧いたようだった。蚊よけスプ
レーを散布し，狭い台座内部に入り，窪みの水
溜まりに落ちぬよう細心の注意を払いながら，
彫刻内部や免震構造の状態調査を行った。彫刻
内部には結露と緑青色の腐食生成物が発生して
いたが，構造を脅かすほどではなく，一時撤去
にも耐えられ，彫刻内部にまで本格的な保存修
復作業を施す必要はないと判断した。また，免
振構造のステンレス躯体は全く腐食が見られ
ず，再設置の際に再利用しても今後20年以上
は十分強度が保てると確認できた。台座に関し
ては，《考える人（拡大作）》と《弓をひくヘラ
クレス》は既存の免震台座を再利用し，《カレー
の市民》は内部免震構造のみを改修して再利用
することとした。
　建物専門員，彫刻修復家，筆者立会いのもと，
美術品輸送業者がクレーン等を使って3日間か
けて彫刻作品を慎重に撤去・移動した（図5）。
移動先候補であった企画館収蔵庫は空調工事の
ため使用できないため，敷地の一角に防水・防
塵・耐火幕を用いたテントを立てて工事中の一
時保管場所とした。

4.3．館内作品の移動先の検討と実際の移動
　2022（令和4）年3月31日現在，当館は6,643
点の美術作品を収蔵している。通常，本館・新
館の展示室に 120～150 点の作品を展示し，残
りの作品は4つの収蔵庫へ収蔵している。4つ
の収蔵庫のうち，一番大きい企画展示館内の収
蔵品を24時間空調の効いた安全な場所へ移動
させなくてはならない。
　また，本館は前庭に面しているため，前庭の
既存コンクリート除去時の打撃音の音波が本館
にある作品に振動として伝わることのないよ
う，本館に展示してある作品も他へ移動させる
必要があった。
　本館展示作品と企画館収蔵庫内作品の移動先
の検討や移動計画を立案するにあたり，絵画彫
刻室の前室長1名と現室長1名が作品移動リー
ダーに任命された。彼らは，事前準備として全
収蔵庫内の収蔵品，使用されていない額，台座
などをリスト化し，各作品の保管担当者へ移動
の要不要を聞き出して移動作品を洗い出すと
同時に，美術品輸送梱包業者と共に移動先中心
となる2つの絵画彫刻収蔵庫の事前整理を行っ
た。それらは決してスペース的に余裕があった
わけではないが，絵画ラックの作品保管方法の
工夫に努め，何とか作品の移動先を確保した。
　本番の館内作品移動では，学芸員と保存修復
家がシフトを組み，1日につき2～3人がグルー
プで立会いをし，外部の美術品輸送業者に1週
間ほどかけて作品移動をしてもらった。本館展

図5　ロダン《カレーの市民》一時撤去作業
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示室に常設展示されていたオールドマスター作
品，および，企画展示館内の大型絵画作品は，
2つの絵画彫刻収蔵庫へ移動させた。企画展収
蔵庫内の大型版画素描作品や保存修復処置を待
つ平置き限定の絵画作品等は，保管に広い場所
を必要とするため，日常メンテナンスや移動な
どの動線に邪魔にならない新館2階の展示室内
の一角の床面に保存箱ごと保管し，周囲を簡易
壁で囲み，壁に複数のセキュリティーアラーム
を装着して保管した。
　筆者は移動初日の大型作品移動に立ち会った
が，天井の高い企画館収蔵庫から天井の低い他
の収蔵庫への移動は苦労の連続だった。額を含
めると3mを超える縦絵のカンヴァス画は，絵
画ワゴンで横にして運んでも移動先の収蔵庫入
口天井にぶつかってしまうため，結局，絵画ワ
ゴンから作品を降ろして綿布団の上に載せ，慎
重に人力で引っ張って移動させ，ようやくラッ
クに収納することができた。各日とも様々な苦
労があり，たとえ一部の作品の館内移動だとし
ても，いかに大変かを思い知らされた。

5．閉館中の活動
　「1. はじめに」でも前述したように，休館中
は保存修復作業を含むその他の通常の美術館活
動は継続して行っていた。保存修復室等も空調
工事対象区域だったため，年度計画段階から保
存修復室内で行う作業は極力計画せず，外部工
房預けの額縁改修を中心に，収蔵庫や展示室内
で比較的短期間で済む保存修復作業を計画し
た。

5.1．前庭彫刻の保存修復処置
　準備期間中に前庭より一時撤去しテント内で
保管していた大型ブロンズ彫刻3体について，
例年通りの保存修復作業（腐食性生物除去，表
面洗浄，顔料の入ったワックス焼き付け，磨き）
を行った。狭い一時保管用テント内での作業は
思いのほか行動が制限され，通常よりも作業に
時間がかかった。しかし，屋根付きテントであ
るため天候に左右されることなく作業ができ，
また，台座から下りているため足場を立てて高

所で作業する必要がなかったことはメリットで
あった（図6）。

5.2．常設展示作品の保存処置
　当館を代表する作品の一つに，クロード・モ
ネ《睡蓮》（P. 1959-0151）がある。絵画層表面に
ニスが掛かっておらず，制作当初の表面状態が
見られる世界的にも貴重な《睡蓮》の一つであ
る。当館代表作として常時展示に出ているた
め，応急処置以外，保存修復処置を施したこと
がない。額裏に裏板がついていないため，張り
が緩んだ大きな本作品の館内移動時には画布が
バタバタと揺れて，いつも肝を冷やしていた。
また，画布裏面への埃の蓄積も著しかった。長
期休館中に本格的な保存修復処置をしたかっ
たが，絵画・紙共同の保存修復室が工事でど
のくらいの期間使用できるか分からなかったの
で，実現できなかった。しかし，展示室内での
簡易作業は可能であったため，外部絵画保存修
復家と美術品輸送業者の協力のもと，画布の揺
れと埃の蓄積を軽減するための処置（画布裏面
清掃，画布裏面に揺れ止め材料の挿入，中性紙
ボードの簡易裏板設置）を行った。そのお陰で，
振動，風圧，埃からの影響をかなり軽減するこ
とができ，作品が安定した。
　その他にも常に展示に出ている作品の額縁修
復や状態が良くなくて展示に出せなかった絵画
等を収蔵庫でできる範囲での保存修復作業を行
い，展示可能な作品を増やすことができた。

図6　保管テント内での前庭彫刻の保存修復処置

休館工事期間中の国立西洋美術館における活動と保存管理について
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5.3．貸出対応
　休館中，保存修復室の立場として一番大変
だったのは，当館のコレクションを数多く出品
した国立美術館六館共同展，国立美術館巡回展
の2展覧会に加え，2つもの大規模貸出に対応
した。
　「六館共同展」とは国立美術館6館（当時）が
共同で開催する展覧会であり，2020（令和2）年
11月25日～2021（令和3）年2月23日まで『眠
り展：アートと生きること　ゴヤ，ルーベン
スから塩田千春まで』と題し，東京国立近代美
術館で開催された。絵画と紙作品の準備作業は
2019（平成31・令和元）年度後半～2020（令和2）
年度前半に済ませておいた。保存修復室職員2
名で撤収時に現場へ赴き，梱包前点検と梱包立
会いを行った。
　また，「国立美術館巡回展」は，国立美術館
6館のうちコレクションを所蔵する4館が持ち
回りで担当し，開催を希望する地方美術館2館
で展覧会を開催するものである。2021（令和3）
年度は当館の担当で，山形美術館と高岡市美術
館を巡回して『国立西洋美術館コレクションに
よる　山形で考える西洋美術丨高岡で考える西
洋美術 ― 〈ここ〉と〈遠く〉が触れるとき』を
開催した （山形展2021 （令和3） 年7月17日～8
月27日，富山展9月14日～10月31日）。絵画，
彫刻，紙作品あわせて133点を出品し，我々保
存修復室職員は，可否判断のための作品調査，
保存修復計画の立案と保存修復処置実施・統
括，状態調査票の作成，展示方法の相談対応，
梱包時の点検，現地での開梱点検，展示に至る
まで，展覧会担当学芸員と共に様々な作業を
行った。
　さらに，海外美術館（ドイツ　エッセン州
フォルクヴァング美術館）との共同展『Renoir, 
Monet, Gauguin. Bilder einer Fliessenden 
Welt.Die Sammlungen von Kojiro Matsukata 
und Karl Ernst Osthaus展』（2022（令和4）年
2月4日～5月15日）開催のための貸出準備も
行った。絵画22点，大型含むブロンズ彫刻10
点，紙作品7点も上記同様の準備作業，および，
保存修復作業も行った。

　その他，国立科学博物館で開催されている
『宝石展』（2022（令和4）年2月19日～6月19日）
へ指輪200点以上の貸出もあり，そのうち181
点をクリーニング等の保存修復作業を施し，状
態調査票も作成，現場での開梱点検と展示作業
を行った。

5.4．展示室の清掃
　当館では作品の保存修復処置だけでなく，
常々予防保存に力を入れている。開館している
期間の休館日の月曜日には，清掃業者が毎月展
示室内（結界外）の清掃を行うと同時に，保存
修復室職員が外部絵画保存修復家と共に毎月絵
画作品の状態点検と絵画額埃払い・彫刻埃払い
および結界内の清掃をしている。休館中は来館
者がなく，作品への埃の蓄積が少ないため，作
品状態点検だけにとどめ，定期的な絵画額の埃
払い作業は開館直前のみ行った。その他の期間
の展示室結界内の簡易清掃については，学芸課
の各室が持ち回りで作業を行い，展示室をでき
る限り清潔に保つよう努めた。

5.5．IPM活動
　当館では，通年，保存科学室長がトラップに
よる虫害調査を年4回実施しており，休館中も
回数を減らしてではあるが継続して調査を行っ
た。様々な作業のために建物管理者，学芸員，
保存修復家が展示室への出入りすることは多
かったが，通常来館者が使用する入口を使用し
て展示室に入ることは少なかったため，害虫の
侵入も相対的に少なかった。稀に展示室内で瀕
死のゴキブリやカメムシの死骸に出くわすこと
があったが，開館時に多く見られるとび蜘蛛に
よる作品への被害（蜘蛛の糸の付着）はあまり
見られなかった。

6．再開にあたって：常設展示のリニューアル
6.1．館内展示の復帰
　館内の展示に関しては，休館中の1年間，学
芸課内で何度も話し合いを重ね，これまでにな
かった展示の工夫を取り入れた。常設展示内に
いくつかテーマを持った小企画コーナーを作
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り，展示作品のそばQRコードを示してより詳
細な作品解説をインターネット上で見られるよ
うにした。例えば，カルロ・ドルチ《悲しみの
聖母》（P,1998-0002）では，保存科学室長が外部
研究機関と協力して行った顔料調査の結果を実
際の顔料サンプルと一緒に展示をし，通常，来
館者が見聞きすることの無い保存科学・保存修
復などにも焦点を当て，館内活動を紹介する機
会を作った（図7）。

6.2．前庭彫刻の展示復帰
　休館中，《カレーの市民》の台座の高さにつ
いても検討を重ねた。前回防水工事の際に開館
当初とは異なる高めの台座が導入され，下から
見上げて鑑賞するようになっており，ロダンの
意向とは異なるのではないかと長年内部で議論
していた。世界中の同作品の台座を参考に検討
を重ね，開館当初のように台座を低くすること
にした。再利用を決めた既存の台座内部の免震
構造の脚部分を切って高さを低くし，ギリギリ
免震構造を内部に仕込める高さにした。
工事が終盤に差し掛かった3月，前庭の防水工
事が完了したところ，且つ，表面コンクリート
流し入れ作業と同時並行で，建物専門員，筆者
立合いのもと，美術品輸送業者が一時撤去した
彫刻3点の再設置を行った（図8）。
　工事期間中に移動の必要のなかったロダン

《地獄の門》には，工事の際に使用したコンク
リートの成分を含んだ水跳ねが著しかった。

また，《地獄の門》左右に配置されているロダ
ン《アダム》《エヴァ》は恐らく工事時に巻き上
がった砂が表面に当たり続け，図らずもワック
スがブラスト効果で剥げ落ちたようで，前庭に
面した前面のみ鑑賞の妨げになるほど緑青色の
腐食生成物が発生していた。急遽，彫刻修復家
に洗浄とワックス焼き付けの保存修復作業を依
頼し，リニューアルオープン1週間前に作業を
した。
　リニューアルオープン時に綺麗になった前庭
彫刻を来館者に鑑賞してもらうべく，オープン
ぎりぎりの前日に《地獄の門》を脚立に載って
手の届く範囲の水跳ねと塵芥除去を行い，《カ
レーの市民》の足元の水たまり除去，砂埃払い，
および，磨きを行い，一般公開に備えた（図9）。

図7　ドルチ《悲しみの聖母》新展示 図8　ロダン《カレーの市民》再設置作業

図9　リニューアルオープン後の西美前庭の様子

休館工事期間中の国立西洋美術館における活動と保存管理について
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7．おわりに
　新型コロナウイルス感染拡大という未曽有の
危機の波が何度も押し寄せる中，ひとまず大規
模工事が無事に事故なく終了したことに安堵し
ている。
　様々な雑多な作業の山を乗り越えては，また
次を乗り越えるという大忙しの日々をただこな
し続けるだけであったが，今振り返るに，二十
数年に一度の大規模工事の関連作業を経験でき
たことは，貴重な体験であった。作品を深く掘
り下げてみる機会を持つことができ，更に，建
物も作品も各職員の専門性を活かして「連携」
しながら，「定期的メンテナンス」を実施する
ことの重要性を改めて認識することができた。
　この報文執筆により冷静に今回の工事を振り

返ることができた。保存修復家の我々は作品の
詳細に目が行きがちであるが，作品と建物を含
む貴重な美術コレクションとしてマスで捉え
て，次世代に良い状態で継承していけるよう，
今後の作品の保存修復計画を練っていきたい。
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